再論・室町将軍の死と怪異 by 西山 克 & Masaru Nishiyama
再
論
・
室
町
将
軍
の
死
と
怪
異
西
山
克
は
じ
め
に
私
は
か
つ
て
「
怪
異
学
序
説
」
と
題
し
た
文
章
の
な
か
で
、
室
町
幕
府
第
五
代
将
軍
義
量
（
一
四
〇
七
〜
二
五
）
の
逝
去
に
と
も
な
う
怪
異
に
つ
い
て
、
伏
見
宮
貞
成
の
日
記
で
あ
る
『
看
聞
日
記
』
応
永
三
二
年
（
一
四
二
五
）
二
月
二
八
日
条
な
ど
の
記
事
を
引
用
し
な
が
ら
解
釈
を
加
え
た
こ
と
が
あ
る
⑴
。
そ
の
こ
ろ
私
の
構
想
し
て
い
た
怪
異
学
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
東
ア
ジ
ア
恠
異
学
会
の
編
集
に
よ
る
論
文
集
『
怪
異
学
の
技
法
』⑵
お
よ
び
『
怪
異
学
の
可
能
性
』⑶
に
よ
っ
て
、
な
お
中
間
報
告
の
段
階
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
な
り
に
刺
激
的
な
成
果
を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
る
。
し
か
し
、『
看
聞
日
記
』
応
永
三
二
年
（
一
四
二
五
）
二
月
二
八
日
条
に
つ
い
て
は
、
前
稿
「
怪
異
学
序
説
」
で
そ
の
概
要
を
あ
つ
か
っ
た
と
き
か
ら
、
史
料
と
し
て
の
位
相
の
複
雑
さ
か
ら
、
い
ず
れ
は
再
論
す
べ
き
記
事
と
考
え
て
い
た
。
青
年
将
軍
の
逝
去
を
め
ぐ
る
怪
異
の
巷
説
が
、
潜
在
的
に
皇
統
の
一
翼
を
に
な
う
伏
見
宮
家
の
正
統
を
つ
い
だ
記
録
者＝
貞
成
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
過
す
る
以
前
に
、
室
町
殿
義
持
在
世
時
の
政
治
的
構
造
の
な
か
で
、
あ
る
い
は
状
況
の
な
か
で
、
時
の
権
力
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
つ
つ
流
布
し
て
い
た
の
か
。
受
容
し
た
京
都
の
都
市
社
会
は
、
地
理
的
に
王
権
を
包
摂
す
る
も
の
と
し
て
、
こ
の
怪
異
の
巷
説
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
た
の
か
。
寺
社
勢
力
、
と
く
に
神
祇
の
世
界
は
怪
異
の
巷
説
に
不
可
分
な
関
係
を
も
っ
て
い
た
よ
う
に
見
え
る
。
な
ぜ
神
祇
な
の
か
。
一
八
│
│
課
題
と
す
べ
き
こ
と
は
様
々
あ
る
。
室
町
殿
義
持
と
そ
の
時
代
に
つ
い
て
は
、
近
年
、
急
速
に
読
み
直
し
が
進
ん
で
い
る
。
父
義
満
の
構
築
し
た
政
治
構
造
や
宗
教
戦
略
へ
の
回
帰
│
│
特
に
「
室
町
殿
」
義
満
期
へ
の
回
帰
が
指
摘
さ
れ
る
と
同
時
に
、
後
小
松
院
政
と
の
協
調
関
係
が
語
ら
れ
る
な
ど
、
義
満
・
義
教
期
の
は
ざ
ま
に
あ
る
義
持
期
の
独
自
の
相
貌
が
浮
か
び
上
が
っ
て
い
る
⑷
。
そ
の
よ
う
な
義
持
期
の
国
家
・
王
権
と
怪
異
と
の
関
係
は
、
恠
異
学
会
が
主
張
し
て
き
た
怪
異
の
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
な
性
格
か
ら
し
て
け
っ
し
て
無
縁
な
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
そ
れ
を
全
面
的
に
論
じ
る
余
裕
は
い
ま
は
な
い
。
こ
の
点
は
後
日
を
期
す
こ
と
に
し
た
い
。し
か
し
つ
ぎ
の
こ
と
に
だ
け
は
留
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
本
稿
が
扱
う
五
代
将
軍
義
量
の
不
慮
の
死
は
、
応
永
三
二
年
の
出
来
事
で
あ
っ
た
。
室
町
殿
義
持
は
そ
の
二
年
前
に
出
家
し
て
い
る
。
出
家
後
の
義
持
が
、
国
家
的
な
宗
教
政
策
に
で
は
な
く
、
個
人
的
な
寺
社
信
仰
に
の
め
り
こ
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
は
、
大
田
壮
一
郎
氏
に
よ
る
的
確
な
指
摘
が
あ
る
⑸
。
出
家
後
の
義
持
に
つ
い
て
は
、
と
も
か
く
仏
神
事
の
量
的
拡
大
と
い
う
以
外
に
政
策
上
の
方
向
性
を
見
出
し
難
く
、
そ
れ
は
義
持
初
政
と
は
ま
っ
た
く
対
照
的
な
姿
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
も
と
も
と
「
過
剰
」
な
公
武
祈
祷
は
さ
ら
に
そ
の
頻
度
を
増
や
し
、
既
成
の
シ
ス
テ
ム
で
は
対
応
不
能
な
状
況
に
陥
っ
て
い
た
。
応
永
三
二
年
が
義
持
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
年
で
あ
っ
た
の
か
。
大
田
氏
の
指
摘
に
留
意
し
た
う
え
で
私
の
宿
題
を
は
た
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
再
論
と
し
て
の
性
格
上
、
記
述
が
前
稿
と
重
複
す
る
こ
と
が
あ
る
。
寛
恕
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
一
、
将
軍
義
量
の
死
応
永
三
二
年
（
一
四
二
五
）
と
い
う
年
は
、
諸
階
層
の
日
記
に
書
き
と
め
ら
れ
た
怪
異
記
事
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
二
月
二
七
日
夕
刻
の
再
論
・
室
町
将
軍
の
死
と
怪
異
一
九
義
量
急
死
と
い
う
事
件
さ
え
起
こ
ら
な
け
れ
ば
、
そ
の
前
後
で
と
り
た
て
て
特
異
な
性
格
を
持
つ
年
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
『
満
済
准
后
日
記
』
同
年
一
月
三
〇
日
条
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
事
が
見
え
て
い
る
。
今
月
六
日
山
門
横
川
飯
室
不
動
堂
廻
禄
云
々
、
草
創
以
来
于
今
無
為
堂
云
々
、
本
尊
不
動
定
肇
五
代
祖
定
善
作
云
々
、
本
尊
ノ
御
身
ニ
金
銅
鋳
不
動
被
納
云
々
、
此
銅
不
動
ハ
無
子
細
自
灰
燼
中
尋
出
云
々
、
次
今
月
廿
三
日
大
宮
御
殿
上
ニ
首
无
猿
死
テ
在
之
云
々
、
凡
大
宮
御
殿
ノ
上
ニ
猿
ノ
上
ル
ハ
怪
異
也
、
内
野
合
戦
等
時
如
然
云
々
、
今
度
体
先
規
未
聞
之
由
、
證
憲
法
印
等
申
、
珍
事
々
々
、
比
叡
山
横
川
の
飯
室
不
動
堂
が
焼
亡
し
た
こ
と
、
日
吉
大
社
大
宮
御
殿
上
に
首
の
な
い
猿
が
死
ん
で
い
た
こ
と
│
│
な
ど
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
飯
室
不
動
堂
の
焼
亡
に
つ
い
て
は
、
本
尊
の
胎
内
に
納
入
さ
れ
て
い
た
金
銅
製
の
不
動
明
王
が
燃
え
残
り
、
灰
燼
の
な
か
か
ら
見
つ
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
む
し
ろ
秘
仏
の
奇
瑞
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
日
吉
大
宮
の
首
な
し
猿
の
記
事
は
、「
内
野
合
戦
（
明
徳
の
乱
）
等
の
時
、
然
る
が
如
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、
禍
々
し
い
戦
争＝
凶
事
の
予
兆
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
お
り
、
明
ら
か
な
怪
異
記
事
で
あ
る
。
し
か
し
室
町
期
の
怪
異
記
事
一
般
の
定
型
を
踏
ん
で
お
り
、
少
な
く
と
も
怪
異
記
事
と
し
て
特
異
で
は
な
い
。
事
態
が
激
変
し
た
の
は
、
応
永
三
二
年
（
一
四
二
五
）
二
月
二
七
日
の
夕
刻
に
、
義
量
が
一
九
歳
の
若
さ
で
他
界
し
た
た
め
で
あ
る
。
そ
の
兆
し
は
前
年
か
ら
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
『
満
済
准
后
日
記
』
応
永
三
一
年
六
月
一
四
日
、
祇
園
会
が
行
わ
れ
た
日
の
記
事
│
│
。
祇
園
会
於
右
京
大
夫
亭
御
見
物
如
恒
年
、
今
日
依
仰
俄
出
京
、
御
出
以
前
参
御
所
、
御
対
面
、
御
方
御
所
様
御
痢
病
気
、
此
七
日
計
御
座
、
但
於
今
御
減
也
、
雖
然
御
邪
気
〔
之
気
〕
時
々
御
発
、
次
ニ
ハ
故
林
光
院
御
事
、
連
々
被
仰
出
云
々
、
仍
若
左
様
御
怨
念
モ
ヤ
ト
被
仰
出
云
々
、
御
祈
祷
事
、
別
而
御
沙
汰
有
度
由
被
仰
談
、
次
ニ
ハ
此
間
御
加
持
ニ
参
ス
ル
弁
覚
僧
都
〈
青
蓮
院
出
仕
〉
野
狐
仕
由
風
聞
、
大
略
無
其
隠
由
被
聞
食
及
、
可
為
何
様
哉
由
也
、
予
申
入
云
、
御
祈
事
ハ
凡
無
間
断
御
沙
汰
旁
可
宜
事
也
、
…
…
次
ニ
弁
覚
僧
都
事
、
如
被
仰
出
方
々
、
其
沙
汰
勿
論
候
、
但
実
説
未
承
定
間
、
于
今
不
達
上
聞
候
キ
、
所
詮
如
此
無
覚
束
上
ハ
、
御
加
持
可
被
停
止
条
、
可
為
簡
要
旨
申
入
了
、
次
林
光
院
御
事
ハ
、
誠
御
執
心
モ
勿
論
由
覚
候
、
只
可
被
訪
申
条
第
一
御
事
候
歟
旨
申
、
再
論
・
室
町
将
軍
の
死
と
怪
異
二
〇
林
光
院
足
利
義
嗣
の
怨
霊
や
野
狐
使
い
の
話
題
が
、
義
量
の
病
状
と
の
関
連
で
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
る
。「
御
方
御
所
」
義
量
は
一
週
間
ほ
ど
痢
病
を
や
み
、
い
く
ら
か
病
状
が
回
復
し
た
と
こ
ろ
で
、
意
識
障
害
を
ひ
き
お
こ
し
、
う
わ
ご
と
を
言
い
続
け
た
。
そ
の
う
わ
言
の
な
か
に
、
か
つ
て
父
義
持
の
粛
清
し
た
義
嗣
の
名
が
繰
り
返
し
あ
ら
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
一
方
で
、
こ
の
邪
気
が
青
蓮
院
出
仕
の
験
者
弁
覚
僧
都
が
野
狐
を
使
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
い
う
風
聞
も
流
れ
て
い
る
。
記
録
者
で
あ
る
満
済
の
戸
惑
い
が
行
間
か
ら
滲
み
出
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
野
狐
使
い
の
摘
発
は
、
室
町
時
代
の
宮
廷
社
会
に
お
い
て
未
熟
な
医
療
を
隠
蔽
す
る
単
な
る
責
任
転
嫁
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
あ
る
種
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
と
も
言
え
る
。
王
権
周
辺
の
精
神
障
害
が
狐
憑
き
と
判
定
さ
れ
る
と
、
狐
使
い
を
摘
発
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
治
療
を
完
遂
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
精
神
障
害
の
社
会
的
な
落
と
し
ど
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
言
い
換
え
て
も
よ
い
⑹
。
し
か
し
義
量
は
回
復
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
こ
の
と
き
、
義
量
の
父
で
あ
る
室
町
殿
義
持
は
な
お
健
在
で
、
時
の
国
家
や
王
権
に
た
だ
ち
に
激
震
が
お
よ
ぶ
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
最
大
の
問
題
は
義
持
に
義
量
以
外
の
男
子
が
な
く
、
ま
た
義
量
に
も
継
嗣
が
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
青
年
将
軍
の
若
す
ぎ
る
死
は
、
当
時
の
政
治
秩
序
に
、
そ
の
崩
壊
を
予
見
さ
せ
る
よ
う
な
不
安
定
な
ゆ
ら
ぎ
を
持
ち
込
む
こ
と
に
な
っ
た
。
『
看
聞
日
記
』
応
永
三
二
年
（
一
四
二
五
）
二
月
二
八
日
条
の
前
半
部
分
に
、
義
量
の
急
死
に
つ
い
て
の
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。
参
議
右
中
将
義
量
将
軍
他
界
実
事
也
、
昨
夕
云
々
、
為
天
下
驚
歎
、
両
三
年
内
損
、
此
間
興
盛
種
種
被
尽
祈
療
、
然
而
無
其
験
遂
被
堕
命
、
当
年
十
九
歳
也
、
尤
可
惜
々
々
、
室
町
殿
於
于
今
無
一
子
、
将
軍
人
躰
忽
闕
如
、
天
下
惣
別
驚
入
者
也
、
荼
毘
明
日
於
等
持
院
可
有
沙
汰
云
々
、
御
台
母
儀
不
堪
悲
歎
、
存
命
不
定
云
々
、
公
家
武
家
俗
侶
馳
参
、
都
鄙
騒
動
也
、
将
軍
・
参
議
右
中
将
義
量
の
他
界
は
本
当
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
昨
夕
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
み
ん
な
驚
嘆
し
て
い
る
。
こ
の
二
・
三
年
、
彼
は
内
臓
を
痛
め
て
い
ろ
い
ろ
祈
療
を
尽
く
し
た
が
、
そ
の
成
果
も
な
く
、
つ
い
に
命
を
お
と
し
て
し
ま
っ
た
。
ま
だ
一
九
歳
、
惜
再
論
・
室
町
将
軍
の
死
と
怪
異
二
一
し
い
こ
と
で
あ
る
。
室
町
殿
に
は
も
う
一
人
も
子
ど
も
が
い
な
い
の
だ
。
将
軍
に
な
る
人
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
天
下
は
み
な
驚
き
入
っ
て
い
る
。
荼
毘
は
明
日
、
等
持
院
で
沙
汰
さ
れ
る
と
い
う
。
室
町
殿
の
御
台
所
（
将
軍
の
母
で
あ
る
）
は
悲
嘆
の
あ
ま
り
、
そ
の
存
命
す
ら
定
か
で
な
い
ら
し
い
。
公
家
も
武
家
も
俗
人
も
僧
侶
も
馳
せ
集
ま
り
、
都
も
田
舎
も
大
騒
動
と
な
っ
て
い
る
…
…
と
。
要
す
る
に
義
量
は
、
大
酒
に
よ
る
と
お
ぼ
し
い
内
臓
疾
患
に
悩
ま
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
祈
療
が
施
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
の
効
果
も
な
く
、
つ
い
に
命
を
落
と
し
た
。
室
町
殿
義
持
に
は
義
量
以
外
に
男
子
は
な
く
将
軍
継
嗣
が
た
ち
ま
ち
不
可
能
な
状
態
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
遺
骸
は
二
九
日
に
、
室
町
将
軍
家
の
菩
提
寺
と
し
て
崇
敬
さ
れ
た
等
持
院
で
荼
毘
に
ふ
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
公
武
統
一
政
権
の
中
枢
に
風
穴
が
あ
き
、
行
き
先
の
見
え
な
い
将
軍
空
位
時
代
が
始
ま
っ
た
。「
室
町
殿
今
に
於
い
て
一
子
な
し
」
と
い
う
緊
迫
し
た
フ
レ
ー
ズ
が
、
貴
族
・
廷
臣
た
ち
の
間
で
不
吉
な
合
い
言
葉
の
よ
う
に
繰
り
か
え
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
実
務
官
僚
中
原
師
郷
の
日
記
『
師
郷
記
』、
そ
の
同
二
七
日
条
に
も
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。
今
日
未
剋
許
、
征
夷
大
将
軍
御
方
御
所
薨
去
御
年
十
九
、
此
間
御
病
気
也
、
言
語
道
断
重
事
、
諸
人
驚
嘆
、
不
及
是
非
、
室
町
殿
御
一
子
大
方
無
申
限
之
次
第
也
、
諸
人
不
及
参
御
訪
、
御
所
先
御
座
等
持
寺
云
々
、
青
年
将
軍
義
量
の
死
と
政
権
に
与
え
た
そ
の
衝
撃
が
、
こ
こ
で
も
簡
略
な
言
葉
の
う
ち
に
書
き
と
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
の
一
文
「
室
町
殿
御
一
子
大
方
申
す
限
り
な
き
の
次
第
也
」
が
、
伏
見
宮
貞
成
の
書
き
お
い
た
「
室
町
殿
今
に
於
い
て
一
子
な
し
」
の
不
吉
な
フ
レ
ー
ズ
と
呼
応
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。
あ
る
い
は
ま
た
朝
儀
典
礼
に
詳
し
く
、
後
に
武
家
伝
奏
に
も
任
じ
ら
れ
た
中
山
定
親
の
日
記
『
薩
戒
記
』
の
同
日
条
に
も
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。
今
日
申
剋
征
夷
大
将
軍
参
議
正
四
位
下
行
右
近
衛
権
中
将
兼
美
作
権
守
源
朝
臣
義
量
〈
春
秋
十
九
歳
〉
薨
去
、
日
来
不
例
、
内
損
、
又
怨
霊
〈
故
入
道
大
納
言
義
嗣
卿
以
下
、〉
所
致
云
々
、
入
道
前
内
大
臣
御
一
子
也
、
於
于
今
者
更
無
相
続
之
人
躰
、
一
天
重
事
、
万
人
愁
傷
也
、
再
論
・
室
町
将
軍
の
死
と
怪
異
二
二
『
看
聞
日
記
』
や
『
師
郷
記
』
で
明
示
さ
れ
な
い
怨
霊
説
が
書
き
と
め
ら
れ
て
い
る
の
は
重
大
で
、
室
町
殿
義
持
は
以
後
、
彼
自
身
が
屠
っ
た
弟
義
嗣
ら
の
怨
霊
に
悩
ま
さ
れ
続
け
る
こ
と
に
な
る
。
見
て
の
と
お
り
、
こ
の
定
親
の
日
記
の
な
か
に
も
、「
今
に
於
い
て
は
更
に
相
続
の
人
体
な
し
」
の
フ
レ
ー
ズ
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
室
町
殿
義
持
に
は
も
は
や
一
子
と
て
な
か
っ
た
。
院
政
の
主
宰
者
で
あ
る
後
小
松
院
│
│
そ
し
て
称
光
天
皇
の
治
世
下
で
、
室
町
殿
義
持
は
公
武
の
主
従
関
係
の
頂
点
に
立
っ
て
い
た
。
国
家
財
政
も
軍
事
も
義
持
な
し
に
は
動
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
唯
一
の
後
継
者
の
突
然
の
死
を
め
ぐ
っ
て
、
幕
府
・
宮
廷
社
会
を
覆
っ
た
危
機
意
識
に
つ
い
て
は
、
想
像
す
る
に
余
り
あ
る
。
正
統
的
な
室
町
将
軍
の
系
譜
が
絶
え
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
異
常
事
態
の
な
か
で
、
チ
マ
タ
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
流
言
が
飛
び
交
っ
た
。
伏
見
宮
貞
成
は
義
量
逝
去
の
記
事
に
続
い
て
、
そ
う
し
た
流
言
の
数
か
ず
を
奇
妙
な
情
熱
を
こ
め
て
書
き
記
し
て
い
る
。
貞
成
の
書
き
記
し
た
風
聞
巷
説
の
記
事
を
い
く
つ
か
に
分
節
し
、
記
号
・
ナ
ン
バ
ー
を
つ
け
て
引
用
し
て
み
る
。
〔
Ⅰ
〕
当
年
相
当
三
合
、
此
歳
天
下
必
有
凶
事
、
自
往
昔
度
々
例
天
下
重
事
不
可
勝
計
、
仍
自
旧
年
諸
門
跡
御
祈
祷
事
被
申
云
々
、
然
而
無
其
験
歟
、
既
二
宮
御
事
、
将
軍
連
続
、
天
下
又
大
乱
風
聞
旁
呈
凶
事
了
、
〔
Ⅱ
〕
正
月
中
種
々
恠
異
風
聞
巷
説
雖
難
信
用
聊
記
之
、
前
管
領
①
正
月
一
日
早
朝
、
大
雨
雷
鳴
、
其
時
分
勘
解
由
小
路
武
衛
屋
形
棟
上
ニ
甲
降
下
、
銘
将
軍
ト
書
云
々
此
事
大
ニ
不
審
、
定
虚
説
歟
、
武
衛
堅
隠
密
云
々
、
②
其
後
月
日
不
聞
、
甲
斐
宿
所
へ
僧
一
人
太
刀
持
参
申
云
、
八
幡
参
籠
之
時
、
此
太
刀
是
へ
可
持
参
之
由
蒙
霊
夢
了
、
夢
覚
太
刀
現
形
不
思
儀
之
間
持
参
之
由
申
、
甲
斐
若
党
比
興
イ
タ
カ
之
由
申
、
太
刀
不
請
取
追
返
了
、
然
而
不
思
儀
之
間
、
又
彼
僧
召
返
太
刀
ヲ
請
取
、
事
子
細
猶
欲
相
尋
之
処
、
カ
キ
消
之
様
逐
電
、
如
何
ニ
尋
と
も
行
方
不
知
、
件
太
刀
武
衛
先
祖
七
条
入
道
太
刀
也
、
八
幡
ニ
奉
納
太
刀
也
云
々
、
此
事
実
説
云
々
、
猶
不
審
々
々
、
③
正
月
一
日
、
室
町
殿
北
野
へ
社
参
、
宮
廻
之
時
、
御
殿
内
有
声
、
当
年
御
代
可
尽
云
々
、
又
北
野
ニ
鶏
物
ヲ
云
、
今
年
御
代
可
尽
、
主
上
可
崩
御
云
々
、
此
鶏
被
流
捨
云
々
、
再
論
・
室
町
将
軍
の
死
と
怪
異
二
三
④
又
管
領
畠
山
厩
馬
物
ヲ
云
、
只
今
ニ
骨
ヲ
折
ヘ
シ
、
能
々
可
養
云
々
、
其
時
厩
馬
共
同
様
ニ
イ
ナ
ヽ
ク
ト
云
々
、
⑤
又
正
月
一
日
、
将
軍
室
町
殿
御
前
ニ
被
参
之
時
、
鳩
二
来
喫
合
二
死
云
々
、
⑥
同
中
旬
之
比
、
天
狗
拍
物
ヲ
シ
テ
夜
々
ク
ル
イ
行
云
々
、
⑦
又
華
王
院
夢
想
ニ
神
祇
官
ト
覚
シ
キ
所
ニ
諸
神
会
合
、
一
座
人
云
、
将
軍
代
欲
尽
、
諸
神
已
捨
給
了
、
但
北
野
未
捨
給
之
由
被
申
ト
蒙
夢
想
云
々
、
仍
披
露
申
、
北
野
可
参
籠
之
由
被
仰
云
々
、
⑧
又
去
比
、
日
吉
大
宮
社
頭
ニ
頭
モ
ナ
キ
猿
二
死
テ
ア
リ
、
此
社
檀
ニ
ハ
猿
不
入
、
惣
シ
テ
鳥
獣
も
不
入
云
々
、
不
思
儀
事
也
、
⑨
又
二
月
将
軍
病
気
已
火
急
之
時
、
室
町
殿
寝
殿
棟
瓦
ノ
上
ニ
白
羽
ノ
箭
一
筋
立
、
其
箭
紙
ニ
テ
羽
ヲ
ハ
ク
、
箟
ハ
筆
也
云
々
、
瓦
ノ
上
ニ
立
事
、
殊
不
思
儀
云
々
、
其
後
無
幾
程
将
軍
死
去
云
々
、
⑩
雨
降
入
夜
暴
風
甚
雨
、
雷
鳴
、
後
聞
、
大
風
雨
之
時
分
、
神
祇
官
松
明
お
ひ
た
ゝ
し
く
み
え
て
、
四
五
千
人
許
相
集
、
暫
有
て
ト
ツ
ト
咲
テ
退
散
、
松
明
火
人
ニ
見
之
実
説
也
、
諸
神
会
合
歟
、
天
狗
野
干
所
為
歟
、
不
思
議
也
、
謳
歌
説
事
々
不
足
信
用
、
雖
然
天
下
風
聞
説
大
概
記
之
、
ち
な
み
に
、〔
Ⅱ
〕
の
⑩
と
し
て
あ
げ
た
記
事
は
、『
看
聞
日
記
』
二
月
二
八
日
条
で
は
な
く
、
翌
二
九
日
条
に
書
き
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
内
容
的
に
は
二
八
日
条
と
一
括
し
て
も
不
自
然
で
は
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
あ
え
て
同
条
に
挿
入
し
、
足
利
義
量
の
逝
去
を
め
ぐ
る
『
看
聞
日
記
』
の
記
事
の
全
体
を
解
読
す
べ
き
テ
キ
ス
ト
と
し
て
解
読
の
俎
上
に
載
せ
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
室
町
時
代
の
公
武
統
一
政
権
の
中
枢
が
多
彩
な
怪
異
に
彩
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
こ
の
記
事
を
一
見
す
る
だ
け
で
あ
き
ら
か
で
あ
ろ
う
。
い
か
に
記
録
者
貞
成
が
巷
説
好
き
で
あ
る
に
し
て
も
、
こ
の
風
聞
巷
説
の
量
は
た
だ
ご
と
で
は
な
い
。
室
町
時
代
の
首
都
社
会
に
は
、
現
代
の
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
を
凌
駕
す
る
ほ
ど
の
怪
説
奇
説
が
あ
ふ
れ
か
え
っ
て
い
た
。
た
だ
し
〔
Ⅰ
〕
と
〔
Ⅱ
〕
の
部
分
は
記
事
の
性
格
に
違
い
が
あ
る
。
こ
の
応
永
三
二
年
が
歴
注
に
い
う
三
合
の
年
に
当
た
る
と
い
う
こ
再
論
・
室
町
将
軍
の
死
と
怪
異
二
四
と
は
、
当
時
の
「
科
学
的
」
知
識
に
基
づ
く
事
象
で
、
ま
っ
た
く
偶
発
的
な
出
来
事
で
は
な
か
っ
た
。
陰
陽
道
の
研
究
者
で
あ
る
小
坂
真
二
氏
の
論
文
「
三
合
の
算
出
法
に
つ
い
て
」
を
見
る
と
、
三
合
に
つ
い
て
、
三
合
と
は
、
隋
唐
志
の
五
行
家
類
に
属
す
黄
帝
九
宮
経
等
の
所
説
に
基
づ
く
、
九
合
（
八
卦
八
宮
と
中
央
宮
）
十
二
神
の
う
ち
太
歳
・
太
陰
・
害
気
の
三
神
の
相
合
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
三
神
の
相
合
す
る
年
（
三
合
歳
）
に
は
風
水
旱
・
疾
疫
・
兵
革
等
の
種
々
な
災
害
が
起
る
と
さ
れ
、
奈
良
時
代
以
後
改
元
の
理
由
と
な
り
、
ま
た
し
ば
し
ば
天
皇
の
施
徳
・
祈
祷
の
対
象
と
も
な
っ
て
お
り
、
政
治
思
想
上
重
要
な
役
割
を
果
し
た
も
の
で
あ
る
。
と
書
か
れ
て
い
る
⑺
。
太
歳
、
太
陰
、
害
気
の
三
神
が
相
合
す
る
の
が
三
合
で
、
そ
の
年
は
洪
水
・
旱
魃
・
伝
染
病
・
戦
争
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
が
お
こ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
三
合
を
決
定
す
る
に
は
複
雑
な
計
算
式
が
あ
り
、
小
坂
真
二
氏
に
よ
る
と
、
そ
の
年
は
九
年
ご
と
に
あ
ら
わ
れ
る
と
い
う
。
つ
ま
り
応
永
三
二
年
が
三
合
の
年
で
あ
る
こ
と
は
風
聞
巷
説
の
類
で
は
な
く
、
当
時
の
「
科
学
的
」
な
常
識
と
し
て
語
ら
れ
て
い
た
こ
と
な
の
で
あ
る
。
〔
Ⅰ
〕
で
、
当
年
（
応
永
三
二
年
）
は
三
合
に
あ
た
る
、
こ
の
年
は
天
下
に
必
ず
凶
事
が
あ
る
│
│
と
書
か
れ
て
い
る
の
に
は
、
そ
の
よ
う
な
理
由
が
あ
る
。
そ
の
三
合
に
対
処
す
る
た
め
に
、
前
年
よ
り
諸
門
跡
で
祈
祷
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
何
事
も
起
こ
ら
な
け
れ
ば
、
導
師
の
験
力
、
祈
祷
の
効
果
が
賞
賛
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
が
、
事
態
は
期
待
通
り
に
は
進
ま
な
か
っ
た
。
院
政
の
主
宰
者
後
小
松
院
の
第
二
子
小
川
宮
が
二
二
歳
で
亡
く
な
り
、
続
い
て
将
軍
義
量
も
逝
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
二
人
の
若
者
の
早
す
ぎ
る
死
は
、
二
人
の
父
、
後
小
松
上
皇
と
義
持
に
と
っ
て
、
た
し
か
に
致
命
的
な
つ
ま
づ
き
の
石
と
な
っ
た
。
義
持
の
た
だ
一
人
の
男
子
、
義
量
に
つ
い
て
は
い
ま
問
題
に
し
て
い
る
。
後
小
松
上
皇
の
第
二
子
小
川
宮
に
つ
い
て
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
た
。
当
時
の
天
皇
称
光
は
後
小
松
院
の
継
嗣
と
し
て
即
位
し
た
が
、
病
弱
で
、
し
ば
し
ば
精
神
障
害
の
徴
候
を
示
す
こ
と
が
あ
っ
た
。
称
光
天
皇
の
先
行
き
に
不
安
を
感
じ
て
い
た
人
び
と
は
、
後
小
松
院
の
第
二
子
に
し
て
「
儲
君
」、
小
川
宮
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。
そ
の
小
川
宮
が
急
死
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
中
山
定
親
の
日
記
『
薩
戒
記
』
に
「
御
毒
を
聞
こ
し
食
す
か
」
と
再
論
・
室
町
将
軍
の
死
と
怪
異
二
五
書
き
と
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
早
す
ぎ
る
死
に
対
し
て
は
、
毒
殺
の
可
能
性
す
ら
囁
か
れ
た
。
称
光
天
皇
は
正
長
元
年
（
一
四
二
八
）
七
月
二
〇
日
に
崩
御
す
る
。
そ
の
際
、
後
小
松
院
は
『
看
聞
日
記
』
の
筆
者
伏
見
宮
貞
成
の
皇
子
彦
仁
王
を
猶
子
と
し
て
即
位
さ
せ
た
。
後
花
園
天
皇
で
あ
る
。
持
明
院
統
の
内
部
で
後
光
厳
│
後
円
融
│
後
小
松
と
続
い
た
皇
統
は
、
こ
こ
に
断
絶
す
る
。
以
後
、
皇
位
は
後
花
園
天
皇
の
子
孫
に
伝
え
ら
れ
、
二
一
世
紀
の
現
代
に
至
る
こ
と
に
な
る
⑻
。
も
と
も
と
後
光
厳
流
の
皇
統
は
伏
見
宮
家
を
皇
位
か
ら
遠
ざ
け
る
こ
と
で
そ
の
正
統
性
を
維
持
し
て
き
た
。
後
光
厳
天
皇
の
兄
崇
光
が
皇
位
を
退
い
た
あ
と
、
伏
見
宮
家
の
祖
栄
仁
親
王
、
そ
の
子
貞
成
は
皇
位
に
つ
け
な
い
ま
ま
に
、
称
光
天
皇
の
時
代
を
迎
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
も
し
も
称
光
天
皇
が
病
弱
で
な
け
れ
ば
、
あ
る
い
は
小
川
宮
が
急
死
し
な
け
れ
ば
、
伏
見
宮
家
に
天
皇
位
が
渡
る
こ
と
は
二
度
と
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
小
川
宮
と
称
光
天
皇
の
死
に
よ
っ
て
、
み
ず
か
ら
の
血
統
の
終
わ
り
を
確
認
せ
ざ
る
と
え
な
か
っ
た
後
小
松
院
の
無
念
さ
は
想
像
す
る
に
あ
ま
り
あ
る
。
要
す
る
に
、
後
光
厳
流
の
皇
統
の
断
絶
に
い
た
る
流
れ
が
、
応
永
三
二
年
、
こ
の
三
合
の
年
に
決
定
的
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
室
町
殿
義
持
の
正
統
を
継
ぐ
唯
一
の
後
継
者
の
死
と
お
な
じ
年
の
う
ち
に
お
こ
っ
た
。「
チ
マ
タ
に
は
大
乱
の
風
聞
が
流
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
に
し
て
も
天
下
は
凶
事
を
呈
し
て
い
る
」
と
い
う
『
看
聞
日
記
』
の
感
慨
は
、
圧
倒
的
多
数
の
人
び
と
の
思
い
を
代
弁
す
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
一
方
で
〔
Ⅱ
〕
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
「
科
学
的
」
知
識
に
は
馴
染
み
が
た
い
、
ま
さ
に
風
聞
巷
説
を
集
成
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
風
聞
巷
説
は
中
世
以
前
に
お
け
る
史
料
伝
来
の
原
則
か
ら
甚
だ
し
く
遠
い
。
一
般
に
史
料
は
特
定
の
団
体
・
家
を
利
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
権
利
や
プ
ラ
イ
ド
を
保
証
す
る
も
の
だ
け
が
自
覚
的
に
残
さ
れ
る
。
し
か
し
い
ま
私
た
ち
が
前
に
し
て
い
る
の
は
、
た
だ
の
風
聞
巷
説
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
ひ 
と 
ま 
ず 
は 
特
定
の
家
に
も
個
人
の
利
害
に
も
関
わ
り
な
く
、
こ
れ
ら
の
史
料
は
書
き
残
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
こ
れ
は
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
。
風
聞
巷
説
の
発
信
者
│
│
政
権
中
枢
・
有
力
守
護
・
寺
社
・
都
市
民
な
ど
│
│
が
推
定
さ
れ
る
場
合
で
あ
ろ
う
と
、
な
か
ろ
う
と
、
風
聞
巷
説
に
は
情
報
が
織
り
込
ま
れ
社
会
的
な
認
知
に
む
か
う
性
格
を
も
っ
て
い
る
。
正
確
に
は
、
認
知
再
論
・
室
町
将
軍
の
死
と
怪
異
二
六
の
た
め
の
判
断
を
享
受
者
に
求
め
る
性
格
を
も
っ
て
い
る
。
歴
史
学
が
社
会
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
解
読
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
、
風
聞
巷
説
は
極
め
て
有
用
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
記
録
者
で
あ
る
伏
見
宮
貞
成
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
ど
の
よ
う
に
腑
分
け
す
る
か
と
い
う
問
題
は
残
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
い
ま
問
題
に
す
る
記
事
に
つ
い
て
は
、
記
録
者
本
人
が
謳
歌
の
説
は
ど
れ
も
こ
れ
も
信
用
す
る
に
足
り
な
い
と
書
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
歴
史
学
に
と
っ
て
こ
れ
ほ
ど
有
難
い
史
料
は
な
い
。
以
下
、
国
家
体
制
や
社
会
秩
序
の
不
気
味
な
崩
壊
を
暗
示
す
る
よ
う
な
巷
説
の
な
か
か
ら
、
特
に
二
つ
の
言
説
を
取
り
出
し
て
み
る
。
将
軍
義
量
逝
去
の
予
兆
、
室
町
殿
と
神
祇
、
こ
の
二
つ
で
あ
る
。
二
、
風
聞
巷
説
を
読
む
〔
将
軍
義
量
逝
去
の
予
兆
〕
義
量
が
逝
去
す
る
直
前
の
『
看
聞
日
記
』
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
奇
妙
な
現
象
が
書
き
と
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
書
き
と
め
ら
れ
た
記
録
者
の
解
釈
は
、
内
臓
疾
患
に
よ
る
義
量
の
急
死
に
よ
っ
て
永
遠
に
宙
づ
り
の
状
態
と
な
る
。
応
永
三
二
年
（
一
四
二
五
）
二
月
一
四
日
条
で
あ
る
。
ヒ
キ
カ
ヘ
ル
抑
此
間
御
所
旧
跡
馬
場
〈
昔
御
蔵
跡
云
々
〉、
蟾
蟇
数
千
出
て
田
中
ニ
入
、
大
少
不
知
其
数
云
々
、
帰
路
其
跡
見
之
処
、
蛙
於
于
今
不
見
、
此
事
佳
瑞
也
、
近
比
有
吉
例
、
應
永
十
五
年
自
室
町
殿
蟾
蟇
数
千
万
出
了
、
不
経
幾
程
将
軍
執
天
下
、
尤
吉
事
也
、
義
量
逝
去
の
わ
ず
か
二
週
間
前
の
記
事
で
あ
る
。
特
に
傍
線
を
付
け
た
箇
所
に
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
応
永
一
五
年
（
一
四
〇
八
）、
室
町
殿
よ
り
数
千
万
の
ヒ
キ
ガ
エ
ル
が
這
い
出
し
た
。
幾
程
も
な
く
将
軍
が
天
下
を
掌
握
し
た
。
ヒ
キ
ガ
エ
ル
の
出
現
は
吉
事
で
あ
る
、
と
。再論
・
室
町
将
軍
の
死
と
怪
異
二
七
こ
の
と
き
の
室
町
将
軍
は
義
持
で
あ
る
。
義
持
の
将
軍
位
襲
職
は
応
永
元
年
（
一
三
九
四
）
一
二
月
の
こ
と
で
あ
る
が
、
全
盛
期
の
父
義
満
が
王
権
の
実
質
を
掌
握
し
て
、
義
持
は
天
下
の
覇
権
か
ら
遠
い
と
こ
ろ
に
い
た
。
弟
義
嗣
の
存
在
も
義
持
の
未
来
を
不
確
定
な
も
の
に
し
て
い
た
。
そ
の
義
持
が
応
永
一
五
年
五
月
に
突
如
と
し
て
自
由
に
な
っ
た
。
父
義
満
が
死
ん
だ
の
で
あ
る
。「
将
軍
執
天
下
、
尤
吉
事
也
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
背
後
に
父
義
満
の
逝
去
が
想
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
こ
の
親
子
の
複
雑
な
関
係
が
透
け
て
み
え
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
は
よ
い
。
問
題
な
の
は
カ
エ
ル
で
あ
る
。
応
永
一
五
年
当
時
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
日
記
を
書
い
て
い
た
貴
族
山
科
教
言
は
、
そ
の
日
記
『
教
言
卿
記
』
の
同
年
二
月
六
日
条
に
、
「
ヒ
キ
カ
ヘ
ル
新
御
所
〈
室
町
第
〉
東
門
前
ヨ
リ
大
場
ニ
百
千
ア
リ
云
々
、
陰
陽
師
ニ
被
尋
也
」
と
い
う
記
事
を
書
き
と
め
て
い
る
。
義
満
急
死
の
三
ヶ
月
前
に
、
室
町
御
所
か
ら
大
量
の
ヒ
キ
ガ
エ
ル
が
た
し
か
に
出
現
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
自
然
現
象
で
あ
り
、
御
所
の
春
先
の
池
で
生
ま
れ
た
子
ガ
エ
ル
で
あ
ろ
う
。『
教
言
卿
記
』
に
よ
る
と
ヒ
キ
ガ
エ
ル
の
数
は
じ
つ
は
「
百
千
」
で
あ
っ
て
、
貞
成
の
数
千
万
が
と
ん
で
も
な
い
誇
張
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
が
、
そ
の
こ
と
は
よ
い
。
問
題
な
の
は
王
権
で
あ
る
。
繰
り
返
す
が
、
春
先
に
お
け
る
大
量
の
蛙
の
出
現
は
自
然
現
象
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
そ
の
現
象
が
王
権
の
周
辺
に
立
ち
現
れ
る
と
、
そ
れ
は
瑞
祥
あ
る
い
は
怪
異
と
な
る
。
こ
の
構
図
は
董
仲
舒
的
な
天
人
相
関
説
に
お
け
る
瑞
祥
・
災
異
の
枠
内
に
あ
る
と
も
い
え
る
⑼
。
実
例
は
枚
挙
に
い
と
ま
な
い
。
こ
こ
で
は
些
か
性
格
の
異
な
る
つ
ぎ
の
記
事
を
提
示
す
る
の
に
と
ど
め
て
お
こ
う
。『
長
興
宿
禰
記
』
文
明
一
四
年
（
一
四
八
二
）
八
月
一
二
日
条
で
あ
る
。
後
聞
、
今
夜
室
町
殿
不
思
議
有
恠
異
、
御
母
儀
一
位
殿
御
方
御
倉
前
庭
、
有
合
戦
声
兵
具
打
合
音
令
騒
動
、
番
衆
輩
奔
散
令
驚
之
処
、
（
土
御
門
）
（
勘
解
由
小
路
）
無
人
一
向
無
其
形
云
々
、
陰
陽
賀
安
両
人
、
被
召
占
文
、
安
三
位
有
宣
為
吉
事
之
由
勘
申
、
賀
三
位
在
通
以
外
御
慎
之
旨
、
進
占
文
云
々
、
室
町
殿
は
将
軍
足
利
義
尚
、
御
母
儀
一
位
殿
は
日
野
富
子
を
さ
し
て
い
る
。
御
方
御
倉
の
前
庭
で
合
戦
の
声
、
兵
具
を
打
ち
合
わ
せ
る
音
が
聞
こ
え
、
騒
動
と
な
っ
た
。
幕
府
は
陰
陽
師
の
土
御
門
有
宣
と
勘
解
由
小
路
在
通
に
占
わ
せ
た
が
、
二
人
の
占
文
は
全
く
逆
の
内
容
再
論
・
室
町
将
軍
の
死
と
怪
異
二
八
と
な
っ
て
い
た
。
有
宣
は
吉
事
と
勘
申
し
在
通
は
御
慎
と
勘
申
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
室
町
殿
の
ヒ
キ
ガ
エ
ル
の
一
件
で
、
重
要
な
の
は
『
教
言
卿
記
』
が
「
陰
陽
師
に
尋
ね
ら
る
る
な
り
」
と
書
い
て
い
る
よ
う
に
、
当
時
か
ら
こ
れ
を
怪
異
と
み
な
す
人
々
が
い
た
こ
と
で
あ
る
。
陰
陽
師
は
こ
れ
が
怪
異
な
の
か
ど
う
か
判
定
し
、
も
し
怪
異
な
ら
ば
何
の
前
兆
な
の
か
を
勘
申
す
る
。
残
念
な
が
ら
そ
の
勘
申
結
果
は
知
ら
れ
な
い
。
少
な
く
と
も
貞
成
は
、
こ
れ
を
義
持
に
と
っ
て
の
吉
事
と
解
釈
し
て
い
た
。
そ
の
吉
事
を
先
例
に
し
て
、
貞
成
は
新
た
な
ヒ
キ
ガ
エ
ル
の
出
現
を
嘉
瑞
と
捉
え
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
現
実
は
貞
成
の
解
釈
を
裏
切
っ
た
。
二
週
間
後
に
将
軍
義
量
が
死
ん
で
、
天
下
は
凶
事
を
呈
す
る
こ
と
に
な
る
。
記
録
者
の
解
釈
が
永
遠
に
宙
づ
り
の
状
態
と
な
っ
た
と
書
い
た
の
は
そ
の
こ
と
で
あ
る
。
他
方
で
凶
事
の
予
兆
も
あ
っ
た
。
応
永
三
二
年
の
正
月
一
日
、
室
町
殿
義
持
の
御
前
に
将
軍
義
量
が
や
っ
て
き
た
。
も
ち
ろ
ん
年
賀
の
挨
拶
の
た
め
で
あ
る
。
⑤
に
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
と
き
二
羽
の
鳩
が
飛
ん
で
き
て
、
突
き
あ
い
二
羽
と
も
死
ん
で
し
ま
っ
た
と
い
う
。
鳩
の
喧
嘩
は
あ
り
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
に
よ
っ
て
共
倒
れ
に
死
ん
で
し
ま
う
と
い
う
こ
と
が
あ
り
え
る
の
か
ど
う
か
。
常
識
的
に
は
考
え
が
た
い
だ
ろ
う
。
問
題
な
の
は
、
鳩
、
そ
れ
も
つ
が
い
の
鳩
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
そ
れ
は
八
幡
信
仰
の
表
象
で
あ
っ
た
。
早
く
か
ら
つ
が
い
の
鳩
の
向
き
あ
う
姿
が
、
固
定
し
た
意
匠
と
し
て
イ
コ
ン
化
さ
れ
、
官
軍
に
与
え
ら
れ
る
錦
の
御
旗
を
飾
る
こ
と
す
ら
あ
っ
た
。
も
と
は
石
清
水
八
幡
宮
の
鎮
座
す
る
男
山
を
、
別
名
「
鳩
が
峰
」
と
読
ん
だ
こ
と
か
ら
起
こ
っ
た
信
仰
で
あ
ろ
う
。
室
町
将
軍
家
も
武
門
源
氏
以
来
の
伝
統
に
基
づ
い
て
八
幡
神
を
氏
神
と
み
な
し
た
か
ら
、
当
然
、
つ
が
い
の
鳩
に
様
々
な
意
味
づ
け
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
つ
が
い
の
鳩
の
共
倒
れ
の
死
は
、
将
軍
の
死
、
あ
る
い
は
室
町
殿
義
持
を
含
む
将
軍
家
の
自
滅
的
な
崩
壊
の
兆
し
と
し
て
理
解
さ
れ
た
に
違
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
怪
異
の
頻
発
を
う
け
て
青
年
将
軍
が
逝
去
し
た
の
か
、
将
軍
逝
去
を
う
け
て
そ
の
よ
う
な
怪
異
が
想
起
さ
れ
る
の
か
。
時
再
論
・
室
町
将
軍
の
死
と
怪
異
二
九
間
の
順
序
は
正
確
で
は
な
い
。
し
か
し
い
ず
れ
に
し
て
も
、
室
町
時
代
を
生
き
た
人
々
の
心
性
の
な
か
で
は
、
義
量
は
頻
発
す
る
怪
異
の
た
だ
な
か
で
死
ん
だ
の
で
あ
る
。
〔
室
町
殿
と
神
祇
〕
応
永
三
二
年
の
正
月
一
日
は
、
季
節
的
に
は
珍
し
い
雷
雨
で
明
け
た
。
①
に
よ
る
と
、
そ
の
時
分
に
勘
解
由
小
路
武
衛
│
│
前
管
領
斯
波
義
淳
│
│
の
屋
形
の
棟
の
上
に
甲
が
降
下
し
た
。
そ
の
甲
に
は
銘
文
が
あ
り
、
将
軍
と
書
い
て
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
斯
波
義
淳
を
義
量
の
後
継
に
擬
す
巷
説
で
あ
ろ
う
。
斯
波
氏
は
室
町
将
軍
家
と
同
族
。
足
利
一
門
の
な
か
で
も
格
式
が
最
も
高
く
、
義
淳
の
祖
父
高
経
ま
で
は
足
利
氏
を
名
乗
っ
て
い
た
。
室
町
殿
義
持
に
も
は
や
男
児
が
い
な
い
以
上
、
足
利
嫡
流
家
と
家
格
に
遜
色
の
な
い
斯
波
氏
を
、
新
た
な
将
軍
家
に
擬
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
権
力
闘
争
の
兆
し
を
ふ
く
む
危
う
い
噂
と
言
う
べ
き
だ
ろ
う
。
斯
波
義
淳
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
手
の
込
ん
だ
巷
説
も
流
れ
て
い
た
。
②
に
よ
れ
ば
、
義
淳
の
家
臣
甲
斐
某
の
宿
所
へ
一
人
の
僧
が
太
刀
を
持
参
し
て
あ
ら
わ
れ
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
石
清
水
八
幡
宮
に
参
籠
し
て
い
る
と
き
、
甲
斐
の
宿
所
に
太
刀
を
届
け
る
よ
う
夢
告
を
受
け
、
目
覚
め
る
と
実
際
に
太
刀
が
出
現
し
て
い
た
。「
武
衛
先
祖
七
条
入
道
」
が
石
清
水
八
幡
宮
に
奉
納
し
た
太
刀
│
│
。
七
条
入
道
は
斯
波
高
経
（
一
三
〇
五
〜
六
七
）、「
甲
斐
」
は
斯
波
氏
の
家
臣
で
あ
る
。
か
つ
て
石
清
水
八
幡
宮
に
奉
納
さ
れ
た
先
祖
斯
波
高
経
の
太
刀
が
甲
斐
の
宿
所
に
届
け
ら
れ
た
の
は
、
天
下
の
軍
事
指
揮
権
を
八
幡
大
菩
薩
が
斯
波
義
淳
に
委
ね
た
こ
と
を
意
味
す
る
だ
ろ
う
。
し
か
も
そ
れ
は
先
祖
斯
波
高
経
の
秘
め
ら
れ
た
野
望
の
成
就
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
天
下
の
覇
権
へ
の
野
望
で
あ
る
。
伏
見
宮
貞
成
の
記
述
は
「
実
説
だ
と
い
う
」
と
「
な
お
不
審
」
の
あ
い
だ
を
揺
れ
て
い
る
。
し
か
し
「
実
説
」
と
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
幕
府
内
部
の
た
だ
の
奪
権
闘
争
で
は
す
ま
な
い
事
態
も
想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ち
な
み
に
、
太
刀
を
持
参
し
た
僧
が
甲
斐
の
若
党
か
ら
「
イ
タ
カ
」
と
罵
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
イ
タ
カ
は
異
高
な
ど
と
書
再
論
・
室
町
将
軍
の
死
と
怪
異
三
〇
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
京
都
五
条
橋
の
下
な
ど
で
卒
塔
婆
に
戒
名
を
書
い
て
死
者
を
供
養
し
、
死
霊
を
管
理
し
、
口
寄
せ
を
行
う
民
間
宗
教
者
で
、
狐
を
使
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
れ
が
得
体
の
知
れ
な
い
他
人
を
罵
倒
す
る
言
葉
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
の
は
、
彼
ら
が
社
会
的
な
賤
視
の
対
象
だ
っ
た
こ
と
と
関
係
が
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
的
な
巷
説
の
氾
濫
の
な
か
で
、
斯
波
高
経
や
義
淳
の
名
前
が
浮
上
し
て
い
た
こ
と
は
、
幕
府
権
力
の
内
部
事
情
に
精
通
す
る
何
者
か
が
、
こ
の
噂
の
流
布
に
か
か
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
甲
降
下
の
怪
異
を
「
堅
く
隠
密
す
」
と
言
わ
れ
た
斯
波
義
淳
の
立
場
は
複
雑
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
根
も
葉
も
な
い
巷
説
で
も
、
そ
れ
が
政
治
情
勢
に
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
ろ
、
と
き
の
管
領
畠
山
満
家
が
義
淳
の
対
抗
馬
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。
④
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
そ
の
畠
山
満
家
邸
の
厩
の
馬
が
人
語
で
「
只
今
ニ
骨
ヲ
折
ヘ
シ
」
と
言
い
、
ほ
か
の
馬
も
一
斉
に
い
な
な
い
た
と
い
う
⑽
。
幕
閣
内
部
の
緊
張
関
係
が
見
事
に
あ
ぶ
り
出
さ
れ
て
い
る
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。
斯
波
義
淳
へ
の
王
権
神
授
的
な
巷
説
に
対
し
て
、
畠
山
満
家
に
対
す
る
噂
は
辛
辣
で
あ
る
。
怪
異
の
巷
説
に
仮
託
し
て
、
明
快
な
政
治
的
主
張
│
│
あ
る
い
は
期
待
の
表
出
│
│
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
。
王
権
神
授
と
い
う
テ
ー
マ
に
関
し
て
は
、
⑨
の
段
を
取
り
上
げ
る
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
年
の
二
月
に
、
将
軍
義
量
の
病
状
が
危
機
的
な
状
態
に
立
ち
至
っ
た
と
き
、
室
町
殿
義
持
の
寝
殿
の
棟
瓦
の
う
え
に
白
羽
の
矢
が
立
っ
た
と
い
う
。
そ
も
そ
も
堅
い
瓦
に
矢
が
立
つ
と
い
う
の
も
不
思
議
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
こ
の
矢
は
常
識
は
ず
れ
の
姿
か
た
ち
を
し
て
い
た
。
鳥
の
羽
の
か
わ
り
に
紙
が
つ
け
て
あ
り
、
鏃
の
部
分
が
た
ぶ
ん
筆
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
噂
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
少
々
わ
か
り
に
く
い
。
筆
と
紙
が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
義
持
に
後
継
者
を
指
命
せ
よ
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
巷
説
に
は
何
か
典
拠＝
故
事
の
裏
付
け
が
あ
る
よ
う
に
も
思
う
が
、
私
は
ま
だ
そ
の
典
拠
を
発
見
で
き
て
い
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
公
武
政
権
の
中
枢
に
位
置
す
る
室
町
殿
の
系
譜
が
、
後
継
者
の
病
死
に
よ
っ
て
断
絶
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
危
再
論
・
室
町
将
軍
の
死
と
怪
異
三
一
機
に
際
し
て
、
一
見
荒
唐
無
稽
に
見
え
る
流
言
飛
語
の
な
か
に
も
王
権
神
授
的
な
思
想
が
鮮
明
に
姿
を
現
し
て
く
る
の
で
あ
る
。
公
権
力
は
人
智
を
超
え
た
何
者
か
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
る
。
そ
の
何
者
か
は
神
々
で
あ
っ
て
仏
菩
薩
で
は
な
か
っ
た
。
つ
ぎ
に
③
の
記
事
を
見
よ
う
。
室
町
殿
義
持
が
北
野
天
満
宮
に
初
詣
に
行
き
、
宮
廻
り
を
し
て
い
た
と
き
、
御
殿
の
な
か
か
ら
声
が
聞
こ
え
て
、「
今
年
で
御
代
が
尽
き
る
だ
ろ
う
」
と
言
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
北
野
社
の
本
殿
は
多
く
の
堂
社
に
よ
っ
て
取
り
か
こ
ま
れ
て
い
た
。
宮
廻
り
は
左
回
り
に
そ
の
堂
社
群
を
巡
拝
し
な
が
ら
歩
く
こ
と
で
、
こ
の
時
代
の
北
野
社
で
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
た
宮
巡
り
の
次
第
も
成
立
し
て
い
た
。
義
持
が
聞
い
た
と
い
う
声
が
北
野
天
神
の
託
宣
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
場
合
の
「
御
代
」
が
天
皇
の
そ
れ
な
の
か
、
室
町
殿
の
そ
れ
な
の
か
、
将
軍
の
そ
れ
な
の
か
、
こ
れ
だ
け
で
は
わ
か
り
に
く
い
。
そ
こ
で
噂
に
尾
鰭
が
つ
い
て
く
る
。
北
野
社
の
鶏
が
不
吉
な
予
言
を
語
っ
た
│
│
と
。
予
言
の
中
身
は
室
町
殿
の
逝
去
で
も
将
軍
の
急
死
で
も
な
く
、
「
主
上
」
称
光
天
皇
の
死
で
あ
っ
た
。
は
や
く
か
ら
精
神
障
害
の
兆
候
を
見
せ
て
い
た
称
光
天
皇
の
死
は
、
実
際
に
は
応
永
三
五
年
（
一
四
二
八
）
の
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
の
予
言
は
厳
密
に
は
実
現
し
な
か
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
し
か
し
〈
御
代
が
尽
き
る
〉
の
表
現
の
な
か
に
は
、
王
権
の
衰
微
・
王
者
の
死
去
・
社
会
の
混
乱
へ
の
言
い
し
れ
ぬ
不
安
と
、
代
替
わ
り
へ
の
裏
返
し
の
期
待
感
が
ひ
そ
ん
で
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
王
者
の
不
慮
の
死
の
向
こ
う
側
に
見
え
る
風
景
は
、
い
つ
も
そ
の
よ
う
に
両
義
的
な
も
の
な
の
だ
。
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
的
な
巷
説
の
な
か
で
、
そ
の
よ
う
な
不
安
と
裏
返
さ
れ
た
期
待
の
対
象
が
、
病
弱
な
称
光
天
皇
に
し
ぼ
ら
れ
て
い
っ
た
の
は
、
状
況
と
し
て
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
し
か
し
現
実
に
死
去
し
た
の
は
若
い
将
軍
の
方
で
あ
っ
た
。
社
会
不
安
の
醸
成
と
い
う
意
味
で
予
言
は
半
ば
は
外
れ
、
半
ば
は
成
就
し
た
と
い
う
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
、
予
言
獣
は
な
ぜ
人
間
の
神
主
で
も
な
く
巫
女
で
も
な
く
鶏
だ
っ
た
の
か
。
応
永
三
二
年
（
一
四
一
六
）
か
ら
九
年
前
の
春
に
、
大
聖
歓
喜
天
の
神
体
で
あ
る
二
股
の
杉
に
怪
鳥
が
止
ま
っ
て
鳴
い
た
こ
と
を
想
起
し
て
み
よ
う
。
北
野
社
に
出
現
し
た
奇
怪
な
再
論
・
室
町
将
軍
の
死
と
怪
異
三
二
鳥
│
│
。
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
キ
メ
ラ
の
よ
う
な
幻
獣
。
宝
殿
内
に
参
籠
通
夜
す
る
人
々
が
肝
を
つ
ぶ
し
た
そ
の
鳥
は
、
頭
が
猫
で
身
が
鶏
、
尾
が
蛇
と
い
う
姿
を
し
て
い
た
。
こ
の
場
合
、
頭
と
尾
を
の
ぞ
く
本
体
が
鶏
で
あ
る
こ
と
に
は
注
意
が
い
る
。
そ
の
悪
魔
的
な
身
体
は
、
じ
つ
は
鶏
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
⑾
。
ど
う
や
ら
中
世
の
北
野
社
で
は
、
鶏
が
聖
な
る
霊
獣
と
見
な
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
日
吉
大
社
に
と
っ
て
の
猿
や
春
日
社
に
と
っ
て
の
鹿
の
よ
う
に
。
し
か
も
そ
れ
は
両
義
的
な
性
格
を
持
っ
て
い
た
。
北
野
天
神
の
化
身
と
し
て
不
吉
な
予
言
を
語
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
猫
や
蛇
と
合
体
し
、
魔
物
化
し
て
社
頭
を
揺
る
が
す
こ
と
も
あ
る
。
今
年
で
御
代
が
尽
き
、
主
上
が
崩
御
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
鶏
の
予
言
は
、
そ
の
よ
う
な
北
野
信
仰
の
文
脈
か
ら
語
り
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
て
、
義
量
逝
去
を
め
ぐ
る
一
連
の
怪
異
記
事
の
な
か
に
、
も
う
ひ
と
つ
北
野
社
が
問
題
と
な
る
も
の
が
あ
る
。
⑦
の
語
り
で
あ
る
。
こ
の
シ
ー
ン
に
は
、
北
野
天
神
と
室
町
殿
と
の
蜜
月
的
な
関
係
が
、
よ
り
直
截
に
書
き
記
さ
れ
て
い
る
。
話
は
華
王
院
と
称
す
る
人
物
の
夢
想
を
室
町
殿
義
持
が
聴
い
た
と
い
う
設
定
で
進
め
ら
れ
る
。
華
王
院
の
夢
想
と
は
、
宮
中
と
お
ぼ
し
い
と
こ
ろ
で
神
々
が
会
合
し
て
い
る
と
い
う
夢
で
あ
る
。
そ
の
会
合
の
一
ノ
座
、
す
な
わ
ち
最
も
上
座
に
す
わ
っ
て
い
る
神
が
、「
将
軍
義
量
の
代
が
尽
き
よ
う
と
し
て
い
る
。
諸
神
は
み
な
彼
を
見
捨
て
て
い
る
。
た
だ
し
北
野
天
神
だ
け
は
い
ま
だ
義
量
を
見
捨
て
て
は
い
な
い
」
と
語
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
披
露
さ
れ
た
義
量
の
父
義
持
は
、
義
量
の
生
存
に
一
抹
の
希
望
を
抱
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
北
野
社
に
参
籠
す
る
と
言
っ
た
、
と
い
う
。
す
べ
て
の
神
々
が
見
捨
て
て
も
な
お
将
軍
義
量
を
見
捨
て
る
こ
と
の
な
い
神
。
北
野
天
神
│
│
。
義
量
の
逝
去
と
い
う
歴
史
的
現
実
か
ら
す
る
と
、
義
量
と
北
野
天
神
と
の
こ
の
遭
遇
に
は
、
奇
妙
に
不
吉
な
匂
い
が
す
る
。
こ
の
不
吉
な
話
形
に
は
じ
つ
は
先
例
が
あ
っ
た
。『
平
家
物
語
』
巻
第
五
、
物
怪
之
沙
汰
の
つ
ぎ
の
よ
う
な
語
り
で
あ
る
。
又
、
源
中
納
言
雅
頼
卿
の
も
と
に
候
け
る
青
侍
が
見
た
り
け
る
ゆ
め
も
お
そ
ろ
し
か
り
け
り
。
た
と
へ
ば
大
内
の
神
祇
館
と
お
ぼ
し
き
と
こ
ろ
に
、
束
帯
た
ゞ
し
き
上
臈
た
ち
あ
ま
た
お
は
し
て
、
儀
定
の
様
な
る
事
の
あ
り
し
に
、
末
座
な
る
人
の
、
平
家
の
か
た
う
再
論
・
室
町
将
軍
の
死
と
怪
異
三
三
ど
す
る
と
お
ぼ
し
き
を
、
そ
の
中
よ
り
追
ッ
た
て
ら
る
。
か
の
青
侍
夢
の
心
に
、
あ
れ
は
い
か
な
る
上
臈
に
て
ま
し
ま
す
や
ら
ん
と
、
あ
る
老
翁
に
と
ひ
た
て
ま
つ
れ
ば
、
厳
島
の
大
明
神
と
こ
た
へ
給
ふ
。
其
後
坐
上
に
け
だ
か
げ
な
る
宿
老
の
在
ま
し
け
る
が
、
こ
の
日
来
平
家
の
あ
ず
か
り
た
り
つ
る
節
斗
を
ば
、
今
は
伊
豆
国
の
流
人
頼
朝
に
た
ば
う
ず
る
也
と
仰
せ
ら
れ
け
れ
ば
、
其
御
そ
ば
に
猶
宿
老
の
在
ま
し
け
る
が
、
其
後
は
わ
が
孫
に
も
た
び
候
へ
と
仰
ら
る
ゝ
と
い
ふ
夢
を
見
て
、
是
を
次
第
に
と
ひ
た
て
ま
つ
る
。
節
斗
を
頼
朝
に
た
ば
う
と
お
ほ
せ
ら
れ
つ
る
は
八
幡
大
菩
薩
、
其
後
は
わ
が
孫
に
も
た
び
候
へ
と
仰
ら
れ
つ
る
は
春
日
大
明
神
、
か
う
申
老
翁
は
武
内
の
大
明
神
と
仰
ら
る
ゝ
と
い
ふ
夢
を
見
て
、
こ
れ
を
人
に
か
た
る
程
に
、
入
道
相
国
も
れ
聞
い
て
、
源
大
夫
判
官
秀
貞
を
も
ッ
て
、
雅
頼
卿
の
も
と
へ
、
夢
見
の
青
侍
急
ぎ
是
へ
た
べ
と
の
給
ひ
つ
か
は
さ
れ
た
り
け
れ
ば
、
か
の
夢
見
た
る
青
侍
や
が
て
逐
電
し
て
ん
げ
り
。
源
中
納
言
雅
頼
卿
に
仕
え
る
青
侍
│
青
い
袍
を
着
た
六
位
の
侍
│
の
見
た
夢
も
恐
ろ
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
大
内
裏
の
神
祇
官
と
思
し
い
と
こ
ろ
に
、
束
帯
を
正
し
く
身
に
着
け
た
貴
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
お
い
で
に
な
っ
て
、
議
定
を
し
て
い
る
様
子
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
末
座
に
い
て
平
家
の
味
方
を
し
た
と
思
し
い
人
が
、
そ
の
場
か
ら
追
い
立
て
ら
れ
て
し
ま
っ
た
…
…
と
。
中
納
言
雅
頼
（
一
一
二
七
│
一
一
九
〇
）
は
村
上
源
氏
、
具
平
親
王
四
代
の
孫
で
源
雅
兼
の
子
。
嘉
応
元
年
（
一
一
六
九
）
か
ら
治
承
三
年
（
一
一
七
九
）
ま
で
中
納
言
の
要
職
に
あ
っ
た
。
頼
朝
の
側
近
で
あ
る
中
原
親
能
が
雅
頼
の
家
人
で
あ
っ
た
た
め
に
、
治
承
四
年
に
平
家
方
か
ら
尋
問
を
受
け
る
（『
玉
葉
』
同
一
二
月
六
日
条
）
な
ど
、
源
氏
に
近
く
、
ま
た
摂
関
家
に
も
近
か
っ
た
。
大
内
裏
の
神
祇
官
と
思
し
い
場
所
で
の
出
来
事
で
あ
っ
た
と
物
語
は
語
っ
て
い
る
。
源
中
納
言
雅
頼
卿
の
青
侍
が
見
た
夢
は
、
こ
れ
以
上
な
い
舞
台
設
定
と
登
場
人
物
と
、
そ
れ
に
神
話
的
な
筋
立
て
を
持
っ
て
い
た
。
青
侍
は
夢
の
な
か
で
一
座
の
老
翁
に
、
追
い
立
て
ら
れ
た
貴
人
に
つ
い
て
、
あ
れ
は
ど
う
い
う
人
な
の
か
と
問
う
て
い
る
。
老
翁
の
返
事
は
意
味
深
長
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
貴
人
が
厳
島
大
明
神
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
世
俗
の
権
力
の
変
遷
を
、
背
後
で
支
え
る
神
々
の
力
関
係
の
変
遷
と
し
て
捉
え
る
こ
の
未
来
記
的
叙
述
は
、
八
幡
大
菩
薩
と
春
日
大
明
再
論
・
室
町
将
軍
の
死
と
怪
異
三
四
神
の
相
次
ぐ
登
場
に
よ
っ
て
、
こ
の
語
り
の
持
つ
、
時
代
の
変
革
を
照
射
す
る
射
程
の
長
さ
を
顕
わ
に
す
る
こ
と
に
な
る
。
神
祇
官
の
会
合
の
場
、
そ
の
上
座
に
は
八
幡
大
菩
薩
が
座
っ
て
お
り
、
日
頃
平
家
の
預
か
っ
て
い
た
節
刀
を
、
伊
豆
の
流
人
源
頼
朝
に
賜
お
う
と
仰
せ
ら
れ
た
。
そ
の
と
き
、
傍
ら
に
い
た
春
日
大
明
神
が
、
そ
の
後
は
わ
が
孫
に
も
と
仰
せ
ら
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
国
家
的
な
軍
事
指
揮
権
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
節
刀
が
、
八
幡
大
菩
薩
の
意
志
に
よ
っ
て
平
清
盛
か
ら
源
頼
朝
へ
、
そ
し
て
摂
関
家
へ
と
移
動
し
て
ゆ
く
。
源
頼
朝
の
覇
権
と
源
氏
三
代
の
滅
亡
、
摂
家
将
軍
の
登
場
と
い
う
未
来
の
年
代
記
が
、
神
々
の
約
諾
と
い
う
枠
組
み
を
ま
と
っ
て
、
予
言
的
に
語
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
『
看
聞
日
記
』
応
永
三
二
年
二
月
二
八
日
条
に
お
け
る
「
華
王
院
」
の
夢
想
は
、
こ
の
『
平
家
物
語
』
物
怪
之
沙
汰
の
話
型
を
下
敷
き
と
し
て
い
る
。
少
な
く
と
も
こ
の
よ
う
な
話
型
の
存
在
を
前
提
に
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
青
侍
の
夢
想
で
は
、
神
祇
官
と
思
し
き
場
所
に
会
合
し
た
神
々
は
、
厳
島
大
明
神
を
例
外
と
し
て
す
べ
て
が
平
家
を
見
捨
て
る
。
『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
厳
島
大
明
神
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
は
、『
看
聞
日
記
』
の
巷
説
に
お
け
る
北
野
天
神
で
あ
る
。
厳
島
大
明
神
│
清
盛
、
北
野
天
神
│
義
量
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
が
話
型
の
類
似
を
支
え
て
い
る
わ
け
だ
。
し
か
し
結
論
は
同
じ
で
は
な
い
。『
平
家
物
語
』
が
厳
島
大
明
神
の
追
放
と
軍
事
指
揮
権
の
予
定
調
和
的
な
移
行
を
語
る
の
に
対
し
て
、
こ
と
の
結
末
（
未
来
図
）
が
見
え
て
い
な
い
『
看
聞
日
記
』
の
場
合
は
、
た
だ
北
野
天
神
の
加
護
が
語
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
②
に
お
け
る
軍
事
指
揮
権
の
移
行
も
、『
平
家
物
語
』
の
話
型
の
別
れ
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
八
幡
大
菩
薩
は
「
節
斗
（
刀
）」
を
斯
波
義
淳
に
下
賜
す
る
。
死
霊
や
狐
魅
を
管
理
す
る
賤
視
さ
れ
た
職
能
民
で
あ
っ
た
イ
タ
カ
の
よ
う
な
僧
侶
を
介
在
さ
せ
る
な
ど
、
相
応
の
潤
色
を
帯
び
た
記
事
で
は
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
八
幡
大
菩
薩
が
軍
事
指
揮
権
を
他
者
に
委
ね
る
構
図
は
『
平
家
物
語
』
の
未
来
記
に
酷
似
し
て
い
る
、
と
言
っ
て
よ
い
。
も
っ
と
も
、
太
刀
は
王
権
に
よ
っ
て
下
賜
さ
れ
る
節
刀
で
は
な
く
、
斯
波
義
淳
の
先
祖
高
経
が
八
幡
宮
に
奉
納
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
先
述
し
た
よ
う
に
将
軍
職
に
対
す
る
高
経
の
野
望
の
再
現
が
想
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
だ
。
再
論
・
室
町
将
軍
の
死
と
怪
異
三
五
王
権
神
授
の
構
想
が
巷
説
の
流
布
を
支
え
て
い
る
。
し
か
し
│
│
。
し
か
し
、
未
来
の
年
代
記
が
神
々
の
約
諾
と
い
う
枠
組
み
を
ま
と
っ
て
、
確
乎
と
し
て
提
示
さ
れ
る
『
平
家
物
語
』
物
怪
之
沙
汰
の
語
り
に
対
し
て
、『
看
聞
日
記
』
の
書
き
と
め
た
巷
説
が
何
か
不
吉
な
相
貌
を
帯
び
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
。
お
わ
り
に
青
年
将
軍
の
逝
去
を
め
ぐ
る
怪
異
の
巷
説
が
、
潜
在
的
に
皇
統
の
一
翼
を
に
な
う
伏
見
宮
家
の
正
統
を
つ
い
だ
記
録
者＝
貞
成
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
過
す
る
以
前
に
、
室
町
殿
義
持
在
世
時
の
政
治
的
構
造
の
な
か
で
、
あ
る
い
は
状
況
の
な
か
で
、
時
の
権
力
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
つ
つ
流
布
し
て
い
た
の
か
。
受
容
し
た
京
都
の
都
市
社
会
は
、
地
理
的
に
王
権
を
包
摂
す
る
も
の
と
し
て
、
こ
の
怪
異
の
巷
説
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
た
の
か
。
寺
社
勢
力
、
と
く
に
神
祇
の
世
界
は
怪
異
の
巷
説
に
不
可
分
な
関
係
を
も
っ
て
い
た
。
な
ぜ
神
祇
な
の
か
。
本
稿
の
は
じ
め
に
で
こ
の
よ
う
に
述
べ
な
が
ら
、
当
該
記
事
の
読
み
に
こ
だ
わ
り
、
課
題
に
は
正
面
か
ら
触
れ
ず
じ
ま
い
に
終
わ
っ
て
い
る
。
密
教
が
天
皇
位
の
世
襲
の
保
障
に
重
要
な
役
割
を
は
た
す
と
し
て
も
、
室
町
殿
と
院
政
の
主
宰
者
、
そ
し
て
天
皇
と
の
関
係
性
の
な
か
に
定
位
す
る
当
該
期
の
王
権
は
、
神
祇
の
世
界
と
濃
密
な
関
係
を
つ
く
り
だ
し
て
い
た
。
し
か
も
そ
の
濃
密
な
関
係
は
王
権
の
衰
微
と
い
う
方
向
性
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
。
青
年
将
軍
の
急
死
が
室
町
殿
義
持
の
未
来
を
空
白
に
し
て
し
ま
っ
た
。
歴
史
が
次
に
ど
の
よ
う
な
一
手
を
打
つ
の
か
、
ま
だ
誰
に
も
わ
か
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
先
の
読
め
な
い
段
階
に
お
い
て
、
確
乎
と
し
て
未
来
を
語
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。『
看
聞
日
記
』
の
書
き
と
め
た
巷
説
が
不
安
定
で
、
何
か
不
吉
な
相
貌
を
帯
び
る
の
は
、
お
そ
ら
く
は
そ
の
た
め
だ
。
以
上
の
よ
う
な
説
明
も
可
能
だ
ろ
う
か
。
…
…
い
や
、
語
ろ
う
と
思
え
ば
、
未
来
は
い
か
よ
う
に
も
語
る
こ
と
が
で
き
る
。
再
論
・
室
町
将
軍
の
死
と
怪
異
三
六
問
題
な
の
は
『
看
聞
日
記
』
の
時
代
、
神
々
の
約
諾
と
い
う
予
定
調
和
的
な
枠
組
み
そ
の
も
の
が
意
味
を
失
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。
中
世
の
国
家
権
力
を
支
え
て
き
た
神
々
の
そ
れ
ぞ
れ
が
力
を
失
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
少
な
く
と
も
巷
説
の
な
か
で
、
神
々
は
な
お
次
代
の
権
力
者
に
王
権
を
授
与
す
る
権
利
と
権
限
を
留
保
し
て
い
る
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
世
界
を
支
え
る
予
定
調
和
的
な
枠
組
み
、
つ
ま
り
は
神
々
の
約
諾
と
い
う
、
世
界
の
神
話
的
な
構
造
そ
の
も
の
が
失
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
で
あ
る
。
日
付
の
一
日
ず
れ
る
⑩
の
記
事
は
、
あ
る
い
は
神
祇
官
の
荒
廃
を
│
│
室
町
将
軍
の
加
護
者
、
北
野
天
神
す
ら
立
ち
去
っ
た
神
祇
官
の
荒
廃
を
、
語
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
雨
降
入
夜
暴
風
甚
雨
、
雷
鳴
、
後
聞
、
大
風
雨
之
時
分
、
神
祇
官
松
明
お
ひ
た
ゝ
し
く
み
え
て
、
四
五
千
人
許
相
集
、
暫
有
て
ト
ツ
ト
咲
テ
退
散
、
松
明
火
人
ニ
見
之
実
説
也
、
諸
神
会
合
歟
、
天
狗
野
干
所
為
歟
、
不
思
議
也
、
と
い
う
語
り
は
、
神
祇
官
に
お
け
る
神
々
の
会
合
の
後
日
談
と
し
て
、
願
っ
て
も
な
い
劇
的
な
余
韻
を
と
ど
め
る
も
の
だ
ろ
う
。
暴
風
雨
の
さ
な
か
に
神
祇
官
を
埋
め
尽
く
し
た
四
五
千
の
集
団
は
神
々
だ
っ
た
の
か
。
室
町
殿
の
悲
劇
を
哄
笑
し
て
退
散
し
た
と
す
れ
ば
、
天
狗
野
狐
の
類
だ
っ
た
の
か
。
す
で
に
神
祇
官
に
神
々
の
姿
は
な
く
、
ど
の
よ
う
な
未
来
図
が
示
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
。
註⑴
西
山
克
「
怪
異
学
研
究
序
説
」（『
関
西
学
院
史
学
』
二
九
、
二
〇
〇
二
年
）。
⑵
東
ア
ジ
ア
恠
異
学
会
編
『
怪
異
学
の
技
法
』（
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）。
怪
異
学
と
怪
異
に
つ
い
て
の
私
自
身
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
、『
技
法
』
の
序
章
に
あ
た
る
西
山
「
怪
異
の
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
⑶
東
ア
ジ
ア
恠
異
学
会
編
『
怪
異
学
の
可
能
性
』（
角
川
書
店
、
二
〇
〇
九
年
）。
⑷
石
原
比
伊
呂
「
准
摂
関
家
と
し
て
の
足
利
将
軍
家
│
義
持
と
大
嘗
会
と
の
関
わ
り
か
ら
」（『
史
学
雑
誌
』
一
一
五
│
二
、
二
〇
〇
六
年
）・
同
「
足
利
義
持
と
後
小
松
「
王
家
」」（『
史
学
雑
誌
』
一
一
六
│
六
、
二
〇
〇
七
年
）。
伊
藤
喜
良
『
足
利
義
持
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八
年
）、
大
田
壮
一
郎
「
室
町
殿
権
力
の
宗
教
政
策
│
足
利
義
持
期
を
中
心
に
」（『
歴
史
学
研
究
』
八
五
二
、
二
〇
〇
九
年
）
な
ど
を
挙
げ
て
お
く
。
⑸
大
田
壮
一
郎
「
室
町
殿
権
力
の
宗
教
政
策
│
足
利
義
持
期
を
中
心
に
」
⑷
。
再
論
・
室
町
将
軍
の
死
と
怪
異
三
七
⑹西
山
克
「
室
町
時
代
宮
廷
社
会
の
精
神
史
│
精
神
障
害
と
怪
異
」（
東
ア
ジ
ア
恠
異
学
会
編
『
怪
異
学
の
可
能
性
』
⑶
）
を
参
照
の
こ
と
。
⑺
小
坂
真
二
氏
「
三
合
の
算
出
法
に
つ
い
て
」（『
日
本
歴
史
』
三
八
三
、
一
九
八
〇
年
）。
⑻
西
山
克
「
皇
統
と
亀
」（
東
ア
ジ
ア
恠
異
学
会
編
『
亀
卜
』
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
六
年
）。
⑼
池
田
知
久
「
中
国
古
代
の
天
人
相
関
論
│
董
仲
舒
の
場
合
」（
宮
嶋
博
史
編
『
世
界
像
の
形
成
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
四
年
）。
⑽
中
世
〜
近
世
に
継
承
さ
れ
て
い
く
未
来
記
の
言
説
の
な
か
に
、
馬
が
人
語
を
し
ゃ
べ
る
逸
話
が
織
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
⑾
西
山
克
『
聖
地
の
想
像
力
』
Ⅵ
「
夢
見
ら
れ
た
空
間
」（
臨
川
書
店
、
一
九
九
八
年
）。
│
│
文
学
部
教
授
│
│
再
論
・
室
町
将
軍
の
死
と
怪
異
三
八
